
経営情報学部 教授陣
－多摩大学は創立 25 周年を迎えました－
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Rapport（ラポール）とは、仏語で「信頼と親愛の絆」を表しています。
多摩大学広報紙「Rapport」は、多摩大学と多摩大学サポーターをつなぐ
コミュニケーション紙です。
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新 施 設 紹 介新 施 設 紹 介

『多摩大学歴史未来館』オープン！
　2014 年 10 月 2 日、多摩大学 25 周年を記念して、

B 棟 2 階に『多摩大学歴史未来館』が設置されました。

　本学の学生及びオープンキャンパス時の高校生や

父母等の本学来校のお客さまに対し、多摩大学の先

駆性に満ちた歴史と未来ビジョンを認識していただ

くことを目的としています。学生の皆さんには、本

館のコンテンツを通じて多摩大学の強みや特徴を知

り、プライドを持って対外的に多摩大学を語れる素

材として活用してもらえれば幸いです。

　70 インチの大型タッチ式ディスプレイは、本学の

歴史、歴代の学長メッセージを観る事ができ、また、

DVD 動画やテレビ放送も周期的に流しますので、学

生同士のコミュニケーションの場、憩いの場として

もぜひご利用ください。

『リフレッシュルーム・トイレ』リニューアル
　2014 年 9 月、 多 摩 キ ャ ン パ ス の

旧更衣室をリフレッシュルーム（A 棟

1 階）にリニューアルしました。また

トイレの老朽化に伴い、最も多く利用

されているトイレもリニューアルし、

101 教室前には男子トイレを新たに設

置しました。

　多くの学生・教職員・保護者の皆様

からの意見やアンケートを反映させ、

安全性、利便性に最大限配慮した明る

く、清潔感のある空間となっています。

　学生の皆さんのよりよいキャンパス

ライフが送れるよう有効活用してくだ

さい。

女子リフレッシュルーム

多摩大学『セブン– イレブン』開店！

　学生の皆様、いつもご利用頂きありがとうございます。セブン-イレブン
では、毎週新しい商品が店頭に並びます。火曜日、水曜日はぜひチェック
してみて下さい。また、定期的にセールを実施していますので、Web や
店頭の案内をみて、お得な情報を知って下さい。
　ホットスナックは、大変好評です。出来立てを提供できるように日々努
力しております。また、定番のスイーツもおすすめです。改良をくり返し、
よりおいしく進化しています。特に濃厚フロマージュは一層クリーミーに
なり、コーヒーと共に疲れを癒せます。講
義の間に一息いかがでしょうか。
　皆様の便利さにお応えしてこそのお店だ
と考えていますので、扱って欲しい商品が
ありましたら、お気軽に声をお掛け下さい。

店長　出原

101 教室前　誰でもトイレ

〈女子リフレッシュルームの特徴〉
・明るくゆったりと利用できる空間にリニューアル
・6 人がゆったりと座ってメイクできるスペースを用意
・ドライヤーなどが利用できる大容量電源コンセントを設置
・自然な明るさを確保できるフェイスライトを完備
・シャワールームは清潔感と安全性を確保できるボックスタイプに変更
・トイレは脱臭機能のついたウォームレット、ウォシュレットタイプを採用
・温水の洗面・手洗い場を設置
・姿見鏡を設置
〈男子リフレッシュルーム特徴〉
・明るくゆったりと利用できる空間にリニューアル
・トイレは脱臭機能のついたウォームレット、ウォシュレットタイプを採用

〈トイレリニューアルの特徴〉
・安全性、利便性を最大限配慮した明るく、清潔感のある空間にリニューアル
・101 教室前に男子トイレを設置
・洋式便器をウォームレット、ウォシュレットタイプに変更
・手洗いコーナー下に手荷物置きを設置
・トイレ用擬音装置（音姫）を全ブース設置（女子トイレのみ）
・手洗コーナー横にメイクスペースを用意（女子トイレのみ）
・メイクスペースにフェイスライトを設置し、自然なメイクが可能に（女子トイレのみ）
・フィッティングボードを設置（女子トイレ一部ブースのみ）
・姿見鏡を設置（一部）
・101 教室前「誰でもトイレ」にオストメイト、ベビーベッドなどを設置

〈リフレッシュルーム利用時間〉平日　8:50 ～ 17:00
土曜　8:50 ～ 12:00

〈利用時間〉平日　9:00 ～ 19:30
※ 休日には高校生や父母のためのオープンキャンパス等のイベントに

利用される場合があります。

〈営 業 日〉平日、土曜日　※日祭日および中学・高校、大学ともに授業を
  開講していない日を除く

〈営業時間〉平日　7:00 ～ 18:30 ／土曜　7:00 ～ 14:00

T-Studio1 階に開店したセブン︲イレブンは、通常販売
品のほか銀行 ATM サービス等フルスペックコンビニと
して営業しています。
※学内店舗であることを考慮して、酒類、たばこ、雑誌、

有害図書等の販売は行いません。

T-Studio1 階に開店したセブン︲イレブンは、通常販売

たっぷりクリーム
至福のロールケーキ

黒みつ
とろ～り

きなこもち

北海道産
クリームチーズの
濃厚フロマージュ
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グローバルスタディーズ学部主催

寺島実郎 学長・溝畑宏 氏対談
「グローバル化する観光産業の人材育成と活用Ⅲ」シンポジウム開催

　2014 年 10 月 27 日、藤沢商工会館ミナパークにて、グローバルスタディーズ学部主催 寺島実郎学長・溝畑宏氏（元内閣官房参与、
元観光庁長官）対談「グローバル化する観光産業の人材育成と活用Ⅲ」シンポジウムを開催しました。
　2 月および 6 月に開催したシンポジウムの第 3 弾となる今回は、118 名にご参加いただき、講演と対談を通じて日本的な IR（統合型
リゾート）やホスピタリティについて考えを深めることを目的としています。
　グローバルスタディーズ学部 太田哲専任講師による講演「アジアの若者文化に観る『旅』意識の変化と藤沢」では、アジア各国の街
並みや日本を紹介するガイドブック、アジアに広がる日本製品などを紹介し、欧米とアジアの日本文化に対する受け入れ方の違いなど
を解説。シンポジウムの開催地であり、同学部キャンパスのある藤沢・江ノ島地域の観光開発について語りました。
　続いて、元観光庁長官・溝畑宏氏をお迎えし、「観光立国ニッポン、2020 東京オリンピック・
パラリンピックと IR で日本を元気に」として、IR 推進協議会の議長を務める寺島実郎学長と
グローバル社会に対応して今後確実に拡大する観光・ホスピタリティ分野で不可欠な専門的知
識とコミュニケーション力を兼ねそろえた人材を輩出することについての対談が行われました。
ハイエンドな旅行者をひきつける高度なツーリズムの構想や IR としての観光立国を提唱し、さ
らに東京オリンピック開催に向けて、旅行者をひきつける観光地としての藤沢市の将来につい
て言及。「健康、長寿、食文化、女性目線」などをキーワードに、独自性溢れるダイナミックな
物語形成力などが必要だと提言し、対談を締めくくりました。 寺島実郎学長・溝畑宏氏による対談の様子

シ ン ポ ジ ウ ム 報 告

多摩大学創立25周年記念式典・シンポジウム・展示会

「健康まちづくり産業」をテーマに行政・企業・大学が討論
　2014 年 11 月 15 日、多摩大学創立 25 周年記念式典・シンポジウム「多摩の『健康まちづくり産業』を構想する」（主催：多摩大学・
多摩大学総合研究所　後援：京王電鉄株式会社、多摩市、多摩信用金庫、株式会社ファンケル、多摩大学同窓会　協力：株式会社サンリ
オエンターテイメント）及び「健康まちづくり産業」展示会が開催されました。
○多摩大学創立 25 周年記念式典・記念シンポジウム
　始めに諸橋正幸 多摩大学副学長より式辞があり、続いて多摩信用金庫 理事長 八木敏郎氏
より多摩大学創立 25 周年へのご祝辞をいただきました。
・キーノートスピーチ
「今、なぜ健康まちづくり産業か？」寺島実郎 多摩大学学長、「健康ビジネスの未来～グッド
エイジングの実現へ～」株式会社ファンケル 代表取締役社長執行役員 宮島和美氏、「健幸都
市（スマートウェルネスシティ）・多摩」多摩市長 阿部裕行氏
・研究・事例発表
株式会社ファンケルヘルスサイエンス 戦略推進本部長 青砥弘道氏「予防医療事業の取組みに
ついて」、京王電鉄株式会社 総合企画本部沿線価値創造部長 都村智史氏「京王電鉄の取組み
事例」、多摩大学経営情報学部 久保田貴文准教授による研究発表「健康ビッグデータにおけ
る ICT の利活用について」
○パネルディスカッション「健康まちづくり産業を構想する」

〈登壇者〉青砥弘道氏（株式会社ファンケルヘルスサイエンス 戦略推進本部長）、荒井康弘氏（多摩市
健康福祉部 部長）、小巻亜矢氏（株式会社 Nal 代表取締役・サンリオピューロランドゼネラルプロデュー
サー）、都村智史氏（京王電鉄株式会社 総合企画本部 沿線価値創造部長）、久恒啓一 多摩大学経営情
報学部 学部長・総合研究所所長〈コーディネーター〉松本祐一 多摩大学総合研究所教授・副所長
■「健康まちづくり産業」展示会（会場：T-Studio 2 階）
　たましんプロデュース［エーアンドエー株式会社、株式会社アーバン、株式会社エムール、
多摩信用金庫（多摩らいふ倶楽部）］、多摩市、多摩マイライフ包括支援協議会、株式会社
ファンケルヘルスサイエンス、株式会社 Nal、多摩大学総合研究所、多摩大学（多摩学）の
各ブースにて健康につながる事業や商品、取り組みが紹介されました。

【多摩大学創立 25 周年記念シンポジウム総括】松本祐一 多摩大学総合研究所教授・副所長
　「問題解決のためにビジネスを創造する」という姿勢は多摩大学の伝統です。25 周年という節目の時に、地域にどうしたら「健康」と
いう価値を創造することができるかを、「健康まちづくり産業」の構想として、産官学の多様な登壇者で議論し、実際に展示会でその「種」
となるような取り組みや商品を紹介できたことは大きな成果でした。ご協力いただいた方々に御礼申し上げます。今回のシンポジウムや
展示会は、この取り組みの「キックオフ」ですので、今後は研究会やプロジェクトという形で引き続きこの産業の可能性を追求していきます。

阿部裕行多摩市長、寺島実郎学長
㈱ファンケル 代表取締役社長執行役員 宮島和美氏

「健康まちづくり産業」展示会

パネルディスカッション

㈱ファンケルヘ
ルスサイエンス 
青砥弘道氏の

事例発表

多摩大学経営
情報学部 久保
田貴文准教授
の研究発表

京王電鉄㈱ 
都村智史氏の

事例発表
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教　室

屋　外

アリーナ
多摩グローカルフェスティバル

伝統的衣装によるファッションショーや楽
器演奏、ダンスなどが披露されました。

伝統的衣装を着用して留学生と国際交流

音楽連合ライブ

女優・声優 飯田理穂 スペシャルトーク

烈車戦隊トッキュージャーショー

TDC ダンスステージ

クイズ大会 ビンゴ大会

安藤ゼミ アジアンカフェ

着物会社に就職した多摩大学卒業生

着物の展示販売彩藤ゼミ Wedding in Wonderland

椎木ゼミ「一隅を照らす、日本を照らす多摩の
政治家群像」展示と手作りキャンドル体験科学技術部作品展

演劇サークル Southern Cross
「バンク・バン・レッスン」

落語座
立川晴の輔

縁　日

梅澤ゼミ
「マスコットキャラ
クターをつくろう
プロジェクト」
非 公 認 キ ャ ラ ク
ター  ほーくん

モンゴルの移動式住居ゲル輪投げ・スーパーボール掬い・ヨーヨー釣り・的あて
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多摩祭  ～色～
2014 11/15土・16日

今回から学園祭の名称は、古き良さを残しながら新しいこと
を取り入れるという思いを込めて「多摩祭」に変更。また今
年のテーマは「色」。多摩祭に関わった人々によって、この学
園祭が彩られていくことを願っています。屋台や縁日、トーク
ショーなど地域の方々が家族連れで来場し楽しんでいました。

経

営情
報学部　　
　
　
　
　
　

第 26
回

第 26
回

多摩祭多摩祭多摩祭

屋　台

2014

今回から学園祭の名称は、古き良さを残しながら新しいこと
を取り入れるという思いを込めて「多摩祭」に変更。また今
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体育館 1階カフェテリア

EAST201 EAST301 室内イベント

屋　台
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世界祭 ～多摩大からこんにちは～
2014 11/1土・2日

世界共通の文化である『お祭り』という言葉を取り入れ、多
摩大学の特徴である『グローバル』を地域の方々や高校生に
向けて発信しました。屋台では世界各国をイメージした料理
を提供し、体育館ステージではコンサート、教室では講演会
等の様々なイベントが開催され、来場者で賑わいました。

グロ
ーバル

スタディーズ
学
部
　
　
　
　　　　　　

Study Abroad Café
留学カフェで世界を旅しよう！

手作りのお菓子、コーヒー、
紅茶を用意。SGS の留学プ
ログラムを紹介。

俳優 峯崎雄太 トークショー

imim コンサート

バクステ外神田一丁目コンサート

六会中学校吹奏楽部コンサート

KAO=S コンサート

工藤江里菜 コンサート

フラダンス

Palet コンサート

城之内ミサ コンサート

NHK 大河ドラマ「八
重 の 桜 」（2013 年 ）
で飯沼貞吉役を演じ
た多摩大学卒業生。

元 WPBF 世界クルーザー級
チャンピオン

西澤ヨシノリ  講演
「Never say can't」
数々のタイトルを獲得した西澤氏
がボクシング人生を語りました。

横浜高島屋顧客グループコンシェルジュ ザイナ・シャフマイエーワ 講演

多摩大学 
エリック・ホノベ

准教授 講演
「カナダの歴史」
カナダの歴史に触れなが
らその魅力を伝えました。

たまパト「振込詐欺」寸劇

地域密着型アイドル
Flare ☆コンサート

生涯を通じた女性の
健康づくり講演会

学生防犯パトロール隊「たまパ
ト」。今年 8 月神奈川県警察本部
で開催された県内学生による寸劇
コンテストで「金賞」を受賞。

ミニサッカーゲーム

茶道サークル

フットサルサー
クルとバスケッ
トサークルの子
ども向け合同企
画イベント。

おいしいお茶で
ひと休み。多目
的 室 を 利 用 し、
和の心で振る舞
いました。

けさらんぱさらんダンス

～多摩大からこんにちは～
世界共通の文化である『お祭り』という言葉を取り入れ、多
摩大学の特徴である『グローバル』を地域の方々や高校生に

第 8回第 8回

世界祭世界祭

SGS Festa
SGS Festa
SGS Festa

221988_多摩大_rapport88-6校.indd   5 2014/12/11   13:33:43



　2014 年 9 月 27 日、2014 年度のインターンシップに参加
した 2・3 年生（秋学期履修登録予定者は参加必須）を対象に、

「インターンシップ発表会」が開催されました。始めに浜田正幸
教授は、「インターンシップを体験し何を学び、社会人として仕
事をする上でどんな能力を身につけるべきかを考える時間とし
てこの機会を使ってほしい。他の学生の体験を聞くことは自分
自身へのプラスと捉えて、仕事のイメージをふくらませてもら
いたい」と発表の意味を学生に伝えました。学生たちは 10 名
程度の小グループに分かれて 1 人 2 分で「インターンシップの
内容・学んだこと・今後の学生生活で学ぶべきこと」を発表し、
代表者を決定。各グループの代表者は、自分の体験あるいはグ
ループの体験を 5 分の持ち時間で発表しました。
○大学でネットワークや情報技術を学び理解していたつもりで

いたが、仕事では専門に特化した知識が必要で技術のギャップ
を感じた。また言われたことをそのまま行うのではなく、自分
で考え処理してアウトプットしなければいけないことを学んだ

（携帯電話会社）。○社員寮に 2 週間宿泊し、リゾートホテルで
和食配膳スタッフとして実習。臨機応変の対応や細かなところ
への気遣いが大切だと思った（ホテル業）。○防災訓練体験レポー
トをラジオで中継。言葉だけで伝えることは難しく、何を伝え
たいのか明確にし強調することが大切だと学んだ（コミュニティ
ラジオ局）。○接客を通して、その場に応じた挨拶や電話応対の
仕方、お客様への気配りなどを学んだ（不動産会社）。
　最後に浜田教授は、「パソコンスキルを磨き、社会人マナーを
身につけ、さらにゼミ活動やキャリア支援講座などに参加して、
自分自身の課題を解決していってほしい」と話しました。

インターンシップで体験し学んだことを発表。共有することで自分の糧に。

インターンシップ発表会

それぞれのインターンシップ体験を発表 代表者を決め発表の内容を話し合い グループの代表者が全員の前で発表

キャリアサポート経営情報学部
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　2014 年 9 月 20 日、「経営情報学部後援会 学長講演・就職セ
ミナー」が開催されました。始めに後援会会長の米倉裕之様よ
りご挨拶があり、続いて第 1 部学長講演、第 2 部就職セミナー、
第 3 部ゼミ別懇談会・個別相談会が行われました。
○第 1 部　学長講演「何のために働くのか」　寺島実郎 学長
　多摩という地域の歴史や特性、著書『何のために働くのか』（文
春新書）にも記されている「カセギ」（経済的自立）と「ツトメ」（社
会に対する貢献）、アジアダイナミズムなどについて語りました。
○第 2 部　就職セミナー
　久恒啓一経営情報学部長より現在の就職状況の報告及び学生の
ための新施設であり地域への発信の場である T-Studio、本館の
ファシリティの改修など一新した施設についてご紹介しました。
・「就職支援体制について」　就職委員長　梅澤佳子 教授
　「就職活動に関する内容をわかりやすく記載した多摩大学独自
のキャリアハンドブックを 3 年生全員に配布。学生・ゼミ担当
教員・キャリア支援課職員による面談など三位一体の就職サポー
トに取り組んでいます。年間を通じて行われる 3 年生を対象と

した就職支援講座（自己表現力向上ワークショップ、履歴書・
ES・自己 PR 作成、筆記試験対策等）、志企業探検バスツアー、
学内企業合同説明会などを開催。悔いの残らない就職活動を目
指してサポートしていきたいと思います」
・「家庭の支援で就職に勝つ～家庭で就勝～」　浜田正幸 教授
　「就職活動選考のプロセスは、『就活サイト登録→説明会申込
→説明会参加→エントリー→一次選考→最終選考→内定』。それ
ぞれの時期を逸しないように早めに事前準備を行い就職活動に
臨むことが大切です。また身だしなみや企業訪問に要する交通
費など就職活動には経済的負担が大きく、就活に専念するため
には経済的支援が必要です。何気ない会話で精神的に支えるな
ど、ご家庭でも学生の就職活動の支援をお願いします」
○第 3 部　ゼミ別懇談会・個別相談会
　ゼミ別に各教室に移動し、保護者の方々とゼミ担当教員が懇
談しました。教員からは大学での学習や就職関連について、ま
た保護者の方からはご家庭での学生の生活などを話し合い、貴
重な情報交換の場となりました。

働くことの意味を考える。就職活動を乗り切るための支援と心構え。

経営情報学部 後援会 学長講演・就職セミナー 報告

寺島実郎学長による講演 就職支援体制について解説する梅澤佳子教授 保護者の方とゼミ担当教員が懇談就職活動について解説する浜田正幸教授
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卒業生、保護者の皆様と教職員
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　2014 年 11 月 11 日、多摩キャンパスにて「京王移動販売プロジェ
クト」成果報告会が開催されました。本プロジェクトは、マーケティ
ングデータ分析を学び、活かす実践的なゼミ活動を行っている酒井
ゼミ 27 名（2 年生 11 名・3 年生 13 名・4 年生 3 名）5 チームが、
京王電鉄株式会社の新事業である「移動販売」に関して多角的な調
査等を行い、その結果に基づいて、課題解決のための具体的なマー
ケティング施策の提案を行うものです。
　報告会では、各班約 30 分間で発表・質疑応答を行いました。ご参
加いただいた京王電鉄の皆様からは、具体的な数字の確認やアドバ
イスがあり、学生は
これまでの調査研究
に基づき、真剣に受
け答えをおこなう姿
がみられ、移動販売
をよりよく改善する
ための充実した共同
研究成果報告となり
ました。

News

経営情報学部  2014 年度春学期優秀学生賞及び社会・研究活動賞 表彰者
　2014 年 11 月 16 日、「2014 年度春学期優秀学生賞及び社会・研究活動賞の表彰式」が行われ、久恒啓一学部長による表彰と激励の
言葉がありました。優秀学生賞には各講義課目につき優秀な成績を修めた学生 1 名または 2 名を選出し、今回は延べ 68 名が優秀学生賞
の対象となりました。また、「奥山雅之ゼミの日の出町の産業振興プロジェクト」及び、学外において倒れている男性を救護した学生 3
名が社会・研究活動賞の対象となりました。この表彰を機に学生が更に勉学に励み、充実した学生生活を送ることを期待します。

　2014 年 9 月 20 日、経営情報学部「卒業のつどい」が行われ、
13 名（出席 10 名）の秋季卒業生に卒業証書が授与されました。
　久恒啓一学部長は、「若者というのは放っておいても若者だが、大
人というのは努力をしないとなれない。努力を続けてすばらしい大
人になってほしい」、また仕事への心構えとして阪急東宝グループの
創業者である小林一三氏のことばを用いて、「どんな就職先にせよ縁
があった場所、頑張ってそこから新しい展望を切り開いていってほ
しい」と励ましました。卒業生を代表して野澤拓也さんは、「多摩大
学で未来について真剣に語り合えるかけがえのない仲間と出会えた
ことは一番の喜び。学び得た知恵を忘れず糧として、歩み続けてい
こうと思います」と巣立つ思いを述べ、加えて教職員と家族に感謝
とお礼の気持ちを伝えました。続いて出席者一同起立し、学園歌を
斉唱し閉式となりました。
　式終了後は卒業パーティーが行われ、卒業生、保護者、教職員が
歓談し別れのひとときを和やかに過ごしました。

経営情報学部 秋季卒業式

秋に巣立つ卒業生を温かく祝福

企業の方を前にプレゼンテーションするゼミ生

〈ゼミ活動報告〉京王電鉄株式会社・酒井麻衣子ゼミ 共同研究プロジェクト

「京王移動販売プロジェクト」成果報告会開催

全 5 テーマ
A 班　『移動販売の利用者実態調査』
B 班　『沿線住民の買い物実態調査』
C 班　『移動販売による地域のつながりの強化』
D 班　『移動販売の新規顧客獲得につながる広告宣伝』
E 班　『イベント開催による移動販売の認知向上と新規来店促進』

2014 年度春学期優秀学生賞対象者
科目名 学生氏名 学年

English ExpressionⅠ 赤坂　英紀 1
経済学入門 赤坂　英紀 1
グローバルビジネス入門 明田　卓也 1
特別講座Ⅰ 明田　卓也 1
ビジネス入門Ⅰ 明田　卓也 1
立志論Ⅰ 明田　卓也 1
中国語Ⅰ 榎本　結香 1
地域ビジネス論 島本　海央 1
English ExpressionⅠ 杉浦　那由多 1
地域ビジネス論 田中　杏樹 1
マーケティング入門 田中　優希 1
キャリアデザイン入門 長谷川　拓真 1
プログラミング言語入門Ⅰ 長谷川　拓真 1
韓国語Ⅰ 三浦　歌恵 1
ビジネス数学基礎 山﨑　啓道 1
Basic Office EnglishⅠ 井上　路華 2
Web デザインⅠ 宇野　裕介 2
経営情報論Ⅰ 及川　美穂 2
多摩学入門Ⅰ 及川　美穂 2
初級簿記 及川　美穂 2
ビジネススキル基礎Ⅰ 及川　美穂 2
立志論Ⅲ 奥村　亜瑞美 2
観光学概論 黒川　雅之 2
マネジメントデザイン論Ⅰ 木暮　奎太 2

ビジネス戦略入門 鈴木　陽仁 2
日本語表現法Ⅰ 張ヶ谷　芳子 2
マーケティング入門 東　香織 2
キャリアデザインⅡ 土方　実咲 2
ビジネス入門Ⅱ 水口　輝 2
中国ビジネスコミュニケーションⅠ 水口　輝 2
ビジネス戦略入門 三宅　涼介 2
TOEICⅠ 村木　一美 2
特別講座Ⅰ 渡辺　結南 2
TOEICⅠ 和田　康平 2
システム分析概論 井手　祐輔 3
情報工学概論 有城　孝賢 3
スポーツと健康 有城　孝賢 3
経営組織Ⅰ 大山　茜 3
自然科学概論Ⅰ 岡本　唯 3
管理会計入門 小垣　樹矢 3
財務会計Ⅰ 鴨川　雄磨 3
ビジネス戦略Ⅱ 河上　直輝 3
ビジネス戦略Ⅱ 黒栁　淑雅 3
アジア・若者マーケット論 小林　隼人 3
経営科学Ⅰ 鈴木　舜 3
経済統計学 鈴木　舜 3
統計学Ⅱ 鈴木　舜 3
情報と職業 須田　勇大 3
IT マネジメントⅠ 須田　勇大 3
情報ネットワーク概論Ⅰ 芹澤　誠 3

教育心理学 芹澤　誠 3
流通論 谷本　亮 3
女性のためのキャリアデザイン 長門　有紗 3
ビジネスソフトウェア活用 名倉　保隆 3
財務管理 服部　頌子 3
ソーシャルメディア論 藤武　翔 3
Web サービス開発 藤間　翔 3
マクロ経済学 藤間　翔 3
アジア経済論Ⅰ 豆生田　泰樹 3
海外活動英語コミュニケーションⅠ 三代　ひろな 3
中国経済論 三代　ひろな 3
経営実務Ⅰ 村木　優子 3
現代メディア論Ⅰ 米倉　聡之介 3
世界と日本のエネルギー問題Ⅰ 米倉　聡之介 3
Practical English Conversation Ⅰ 浅見　大地 4
ビジネス特講Ⅰ 工藤　祐輔 4
キャリアデザインⅢ 曽我　緩子 4
情報探索法 萬谷　夏実 4

2014 年度春学期社会・研究活動賞対象者
活動内容 学生氏名 ･ 団体名 学年

日の出町の産業振興プロジェクト 奥山雅之ゼミ生 ―
高齢者の救護 織田　直樹 3
高齢者の救護 齋藤　直樹 3
高齢者の救護 常田　恭右 3

優秀学生賞・1 年生 優秀学生賞・2 年生 優秀学生賞・3 年生 優秀学生賞・4 年生 社会・研究活動賞・奥山ゼミ 社会・研究活動賞対象者・老人救護
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多摩大学創立 25 周年記念事業

　2014 年 10 月 2 日多摩大学 T-Studio2 階にて、「多摩大学創立 25 周
年記念事業工事 竣工式」（建築主：学校法人田村学園／設計監理者：株式
会社東畑建築事務所／施工者：北野建設株式会社）が執り行われました。
式祭には建築主、ご近隣、来賓、設計監理者、施工者など 35 名が参列し、
祭主は春日神社神職が務められました。
　神事式は「修祓の儀」「降神の儀」「献饌の儀」「祝詞奏上」「四方祓い」の後、
神職、建築主、来賓、設計者、施工者の順に「玉串奉奠」を行い、土地の
安定と建築主や工事関係者の守護を祈願しました。さらに「撤饌の儀」「昇
神の儀」と続き「神酒拝戴」にて閉式となりました。
　式終了後は同会場にて直会が行われ、学校法人田村学園 田村嘉浩常務
理事の挨拶に始まり、来賓の株式会社セブンｰイレブン・ジャパン法人営
業部部長 吉田俊路氏が祝辞を述べました。続いて田村常務理事より、株式
会社東畑建築事務所常務取締役常務執行役員東京事務所長 佐伯博氏と北
野建設株式会社取締役 塩澤公朗氏に感謝状と記念品が授与され、佐伯氏
と塩澤氏は謝辞を述べられました。寺島実郎学長の挨拶で乾杯、参列者は
和やかな歓談の時を過ごし、諸橋正幸副学長の手締めで閉式となりました。

新ファシリティ「T-Studio」竣工式

【T-Studio 概要】
延床面積：527.81 ㎡
構造階数：鉄骨造　地上 2 階建て
　1 階　学生ラウンジ・コンビニエンスストア（セブンｰイレブン）
　2 階　多目的教室・学生ラウンジ・事務所
工　　期：着工　2013 年 11 月 25 日
　　　　　竣工　2014 年 9 月 2 日

神事式の様子 寺島実郎学長の挨拶と乾杯 歓談のひととき

　2014 年 11 月 15 日、「多摩大学同窓会 第 6 回定時総会」が開催されました。総会では、第 1 号議案「2012
年度・2013 年度事業報告（案）」、第 2 号議案「2012 年度・2013 年度収支決算・会計監査報告（案）」、
第 3 号議案「2014 年度・2015 年度事業計画（案）」、第 4 号議案「多摩大学同窓会会則の一部改正（案）」、
第 5 号議案「多摩大学同窓会個人情報保護規程の新設（案）」、第 6 号議案「委員及び評議員改選（案）」
について承認され、会長には黒瀬洋さん（経営情報学部 7 期卒業生）が再任されました。多摩大学卒業生
総数は 6,457 名（経営情報学部 6,040 名、グローバルスタディーズ学部 417 名、2014 年 10 月 31 日現在）。
2014・2015 年度は、これまでの同窓会活動のコンセプト「Pass the Torch」を継承しながら会員資格
を在学生まで拡大し、在学生活動支援など学生参加のもとで展開できる事業を企画していく予定です。

「多摩大学同窓会 第 6 回定時総会」開催

定時総会

総会後の懇親会

① 14:30 ～ 15:00　『地域資源分析と競合分析による新たな観光商品の創出』 講師 : 奥山雅之 准教授
② 15:10 ～ 15:40　『復興を早める観光コミュニティデザイン現状紹介』 講師 : 中庭光彦 准教授
③ 15:50 ～ 16:20　『グローバル SCMI における産業財の優位性』  講師 : 諸橋正幸 教授

【会場】多摩大学 T-Studio　2 階 【受講料】各 500 円（①②③ 3 回分のお申込み　1,500 → 1,000 円）
【お申込み】多摩大 HP：http://www.tama.ac.jp/guide/25th/extension_lectures_form.html
【お申込み締切日】2015 年 1 月 8 日（木）　　＊受講料は当日お持ち下さい。
【お問い合わせ】多摩大学 公開講座事務局　042-337-7300

多摩大学 創立 25 周年記念事業 公開講座　地域ビジネスプランナー養成塾

2015年
1月15日（木）
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